
開いてみれば内容の充実ぶりとコミックと図解による解りやすさに驚きます！

読み進めていくうちに自分の手が救命の可能性を覚えていきます。

人生を変える一冊となることを確約します。

内容は世界最新の科学的実証と経験則に基づいており

半年で世界１３か国に及んだ教育実績から偏りなく

富める国も経済的に厳しい国でも世界中の救命に役立つものです。

本書の内容は外傷救命・治療の国際的な取り組みである

ITLS: International Trauma Life Support ※のメンバーが

テロ対策のために立ち上げたTactical Medicine Essentialsの

教育プログラムに基づいています。

TACMEDA（タックメダ）では本書の内容について学べるコースを開催しています。

世界的なビックデータの科学的分析と経験則に基づいた最新の知見を、

アメリカ本部正式ライセンスにより

日本国内でも海外でも受講することができます。

受講をされた方には国際認定証を発行します。
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序 章
はじめに いま、外傷を含めた総合的救命法が必要な理由
軍・警察があつかう医療分野
軍事医療の時間概念 「時間を稼ぐ」
外傷と非外傷
死のメカニズム ４つのショックと心停止・頭部外傷
● 第１章 戦場と医療

戦闘による死と負傷
戦死と「防ぎえた死」
銃創 銃弾による負傷
戦闘装備の理由と使い方
小銃小隊におけるメディックとＣＬＳ
傷病者救助における２つのアプローチ
爆 傷
爆傷の５分類
爆傷のメカニズム

〇 コラム 救急処置実施の法的責任
● 第２章 救命のテクニック

止血帯による緊縛止血法
止血帯の使い方
バディ・エイドによる止血
エマージェンシーバンテージによる直接圧迫止血法
エマージェンシーバンテージの使い方（例：左大腿部を負傷）
直接圧迫止血法とは（例：左大腿部の貫通銃創）
四肢からの出血制御 止血帯～エマージェンシーバンテージ
四肢からの出血制御フローチャート
受傷部位ごとの止血・救急処置法
頭部の外傷 バートン法（例：下顎の負傷）
頸部の外傷 サガミハラ式
眼の負傷 アイシールドによる保護（例：左眼の損傷）
頸椎の損傷 首の安定化
腕の緊急間接圧迫止血
上腕骨が粉砕し止血帯が使用できない場合の間接圧迫止血
上腕が付け根から離断した場合の間接圧迫止血
骨折部位の安定化
腹部の負傷 出血と腸管脱出

〇 負傷して救援を待つ姿勢が生死を分ける（Bullet Drop Positionについて）
骨盤を損傷した際の骨盤動揺の安定化と間接圧迫止血（シーツラッピング法）
現場で誰でもできる自己輸血法 （Milking Technic)
脚（下腿部）の負傷への緊急間接圧迫止血
大腿部が粉砕/大腿部が付け根から離断した場合・
付け根付近を負傷した場合の間接圧迫止血
四肢切断時の止血 縄文土器法
対人地雷による膝より下の離断
膝関節から下を残すための膝窩動脈の間接圧迫止血
身体に刺さったもの（穿通物）の固定
気道確保（経鼻エアウェイや用手法）
胸部外傷
胸部の穿通性外傷 （ライフル弾で胸を撃ち抜かれた場合）
胸部の非穿通性外傷 （防弾ベスト外傷やフレイルチェストなど）
胸部外傷への対応 （チェストシールの使用法 修正３辺テーピング法）
胸部外傷対応フローチャート （非外傷性心停止から穿通性外傷までの総合的対応）
現場で誰でもできる緊張性気胸の脱気法 （BURP Technic)
非外傷性心肺停止への対応
傷病者を搬送する

● 第３章 シナリオ・シミュレーション ＩＥＤ攻撃
付 録 ファーストレスポンダーのためのバイタルサイン測定
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